
　やあみんな！　ボクはライオン博
はかせ
士のキング君

くん
。今

きょう
日は、

ある昔
むかしばなし
話を紹

しょう
介
かい
するよ。

　むかし、むかし、インドに徳
とく
勝
しょう
と無

む
勝
しょう
という二

ふた り
人の子

こ
ど

もがいました。ある日
ひ
、彼

かれ
らの村

むら
に釈
しゃく
尊
そん
がやってきます。

釈
しゃく
尊
そん
は、人

ひとびと
々を幸

しあわ
せにするために仏

ぶっぽう
法を初

はじ
めて説

と
いた人

ひと
で

す。釈
しゃく
尊
そん
から仏

ぶっぽう
法を聞

き
いた人

ひと
は感
かんどう
動し、感

かんしゃ
謝の思

おも
いをこめ

て食
た
べ物
もの
や着

き
る物
もの
をおくりました。

　ところが、徳
とく
勝
しょう
と無

む
勝
しょう
には、釈

しゃく
尊
そん
に差

さ
し上

あ
げるおくりもの

が何
なに
もありません。しかし、なんとしても、感

かんしゃ
謝の気

き も
持ちを

伝
つた
えたいと考

かんが
えました。「そうだ、土

つち
のおもちを差

さ
し上

あ
げよう！」

　徳
とく
勝
しょう
が一

いっ
生
しょう
けんめいに土

つち
をこねて作

つく
ったおもちを差

さ
し上

あ

げ、無
む
勝
しょう
が手

て
を合

あ
わせて見

み
守
まも
りました。釈

しゃく
尊
そん
はほほえんで

受
う
け取

と
り、言

い
いました。「この子

こ
は１００年

ねん
後
ご
、インドを平

へい

和
わ
にするすばらしい王

おう
になるだろう」

　その言
こと
葉
ば
通
どお
り、のちに生

う
まれたのがアショーカ大

だいおう
王で、

平
へい
和
わ
で豊
ゆた
かなインドの国

くに
をきずいたのです――。お話

はなし
はこ

こまで！

　徳
とく
勝
しょう
がおくったのは、食

た
べることができない「土

つち
のお

もち」だったのに、なぜ、立
りっ
派
ぱ
な大
だいおう
王になることができ

たんだろう？
　それはね、徳

とく
勝
しょう
の土
つち
のおもちには、釈

しゃく
尊
そん
に喜
よろこ
んでほし

いという「真
ま
心
ごころ
」がこめられていたから。思

おも
いやりの心

こころ

を持
も
つ徳
とく
勝
しょう
だからこそ、やがてみんなを幸

こうふく
福にする大

だいおう
王

になることができたんだ。立
りっ
派
ぱ
な人
ひと
になるために大

たいせつ
切な

のは、物
もの
や力
ちから
じゃなくて「心

こころ
」なんだね。

　今
こんかい
回の御

ご
文
もん
は、はるばる山

やま
おくまで日

にちれん
蓮大

だいしょうにん
聖人を訪

たず

ね、品
しなもの
物を届

とど
けた弟

で し
子におくられた一

いっせつ
節だよ。師

し
匠
しょう
のこ

とを思
おも
って、勇

ゆう
かんに行

こうどう
動する弟

で し
子の「心

こころ
」を大

だいしょうにん
聖人は

喜
よろこ
ばれ、“あなたの心に、仏になる種がまかれています

よ”“その尊い心を思うと涙がとまらない”と深く感謝さ
れたんだ。
　池
いけ
田
だ
先
せんせい
生は語

かた
られているよ。

　「みなさんも、いつまでも、『人
ひと
のためにという心

こころ
』

『人
ひと
を思
おも
いやる心

こころ
』を持

も
ち続
つづ
けてください。その心

こころ
には、

『勝
しょう
利
り
の太

たいよう
陽』がのぼります。心

こころ
に『勝

しょう
利
り
の太

たいよう
陽』が

かがやけば、自
じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
はもちろん、お父

とう
さんやお母

かあ
さん、

おじいさんやおばあさん、周
まわ
りの友

とも
だち、さらには世

せ
界
かい

の人
ひと
たちまで、明

あか
るく照

て
らしていくことができます」

　今日も心に太陽をのぼらせて、笑顔の輪を広げていこ
う～！

相相
あい

手手
て

をを思思
おも

いやるいやる真真
ま

心心
ごころ

のの人人
ひと

にに

　
あ
な
た
の
生せ
い
め
い命
に
、
仏ほ
と
けに
な
る

種た
ね
を
ま
か
れ
た
の
か
。
あ
つ
い
志
こ
こ
ろ
ざ
しに

涙な
み
だも
と
ま
り
ま
せ
ん
。

　
　
（
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福ふ

く
で
ん田
に
よ良

き
た種

ね
を
下お

ろ

さ
せ
給た

も

う
か
。
な涙

み
だ
も
と止

ど
ま
ら
ず
。

「衆
しゅ

生
じょう

身
しんし ん

心御
ご

書
しょ

」11


